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異文化交流会・高校生意見交換会



• 開催日時
令和５年１⽉２８日（⼟）午後２時〜４時

• 会場
けやき会館２階職員研修所 大研修室

• 目的
高校生との意見交換会は、中央区基本計画に掲げる多文化共生の推進

を図るため、中央区内の高校生が留学生とお互いの文化について意見交
換及び交流し、出された意見を今後中央区内で実施する異文化交流に生
かすとともに、区別基本計画の周知や若い世代のまちづくりへの参画の
きっかけづくりとするもの

• 高校生参加者
参加校数：６校
（麻布大学附属高校、上溝高等学校、上溝南高等学校
相模原高等学校、相模原弥栄高等学校、相模田名高等学校）

学年別内訳
１学年：９名 ２学年：６名 ３学年：２名（男５名、女１２名）

• 留学生参加者
桜美林大学在籍 ４か国５名（男２名、女３名）
（モンゴル２名、韓国１名、中国１名、アメリカ１名）

開催日程・事業目的・参加者



• 当日スケジュール

１ 開会 ……………………………………………………………１４：００

２ 挨拶 ……………………………………………………………１４：００
（中央区の取り組みについて）

３ 他己紹介 ……………………………………………………１４：０５(２０分）
（ペアの方の氏名・学校・学年・出身・趣味を全体に発表）

４ グループワーク …………………………………………１４：２５（６０分）
テーマ：自分が参加・体験したい異文化交流イベントを考えよう

５ 各グループ発表 …………………………………………１５：２０
（５グループ×４分）

６ まとめ・参加者感想・講評………………………１５：４０

７ 閉会 ……………………………………………………………１５：５５

当日の流れ



他己紹介の様子



グループワークの様子①



グループワークの様子②



• 発表内容

●グループ１（モンゴル）

★モンゴルへのイメージとの違いや驚いた点、気づいた点等
・遊牧⺠は⼈⼝の５％ほど
・首都のウランバートルは東京のように整備されている。
・馬の乳からミルクが取れる
・毎年、正⽉が変わる

★自分達が参加、体験したい異文化交流イベント
・モンゴルで実際に行われるお祭りを再現して実施する
・伝統衣装を着る
・馬頭琴の演奏体験
・モンゴルの食べ物の試食会（馬乳酒・ミルクティー・肉料理等）
・弓矢・乗馬体験

各グループ発表（グループ１）



• 発表内容

●グループ2（モンゴル）

★モンゴルへのイメージとの違いや驚いた点、気づいた点等
・冬場になると気温がマイナス３０度まで下がる
・モンゴルのミルクティーは砂糖ではなく、塩を入れる
・エアコン代わりにパール（冷水・温水が流れる機械）を使用し室内
の温度調節
を行う。

・正⽉になると親戚の家に集まる
・夏は家族で草原に旅行に行く

★自分達が参加、体験したい異文化交流イベント
・モンゴルの⺠族服（ゲル）の試着体験
・移動式住居（ゲル）の見学会

各グループ発表（グループ２）



• 発表内容

●グループ３（韓国）

★韓国へのイメージとの違いや驚いた点、気づいた点等
・学祭にアイドルが来る
・肉類だとチキンが一番⼈気
・牛丼が高い
・キムチが店によって味が違う
・幼少期から留学などを行い、英語（語学）に重点を置いている

★自分達が参加、体験したい異文化交流イベント
・学祭に留学生を呼び、留学生が作る韓国料理を提供する
（本場の味を知ってもらうきっかけ）

・留学生と会話するブースを作成し、留学生との交流を深める

各グループ発表（グループ３）



• 発表内容

●グループ４（中国）

★中国へのイメージとの違いや驚いた点、気づいた点等
・世界１位の⼈⼝
・世界４位の国⼟面積
・７⽉７日は中国のバレンタインデー（男性が女性にプレゼントを贈
る）
・農村部だと通学に２時間以上かかる場合がある

★自分達が参加、体験したい異文化交流イベント
・イベント名：GLOBAL CULTURE FESTIVAL

・中国だけではなく、様々な国のブース（テント）を作り、テント内
で言語・衣装・
メイク・料理・お菓子を楽しむイベント

・スタンプラリー形式で参加者はスタンプを集め、イベント最後にく
じを引いた
国にちなんだ景品を貰える

各グループ発表（グループ４）



• 発表内容

●グループ５（アメリカ）

★アメリカへのイメージとの違いや驚いた点、気づいた点等
・ジャンクフードをたくさん食べている
・若年層はネガティブ志向が多く、年配層はポジティブ志向が多い・
・アメリカ国内でも地域によって法律が違い、考え方も異なる
（銃、大麻など）

★自分達が参加、体験したい異文化交流イベント
・イベント名：各国の「食」について知ろう！！
・様々な国の料理を「屋台形式」で出店
（食べながらもその食べ物のレシピを知れる）
・イベントを通して日本と外国の食べ物の傾向が知れる
例） アメリカ：ジャンクフード志向 日本：ヘルシー志向 等

各グループ発表（グループ５）



アンケート

62%9%

29%

問１ あなたが住んでいるところはどこで
すか。 相模原市（中央区）

相模原市（南区、緑区）

その他

80%

20%0%

問２ 今後、異文化交流のイベントがあっ
たら参加したいですか。

参加したい

内容によって参加したい

どちらでもない

80%

20% 0%

問３ 今回、意見交換会と異文化交流会に
参加しての感想をお願いします。

大変良かった

良かった

良くなかった



● アンケートからも今回の意見交換会・異文化交流会に参加しての感
想では、ほぼ全ての生徒から【大変良かった】又は【良かった】の回
答や今後、異文化交流のイベントがあったら参加したいかの問いに対
しても【参加したい】又は【内容によっては参加したい】の回答で
あったため、この意見交換会・異文化交流会は有意義な時間と感じ取
れる。

●少⼈数ではあるが、英語による交流もやってみたいという意見があっ
たため、今後、英語でのディスカッションを取り入れるていくことも
異文化交流ならではの体験になると思われる。

●留学生から国の文化について話を聞くことで、その国のイメージが変
わったり、身近に感じたりすることができ、多文化共生の推進に繋が
るものとなった。

総括


